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地域コミュニティーと避難所
対策について

（平成23年６月定例会）

圷地区避難所（圷公民館・圷小学校）が被災
した。今後、圷小学校校舎の一部改築耐震化
と、地域防災計画を考慮し、圷地区の交流の
場として校舎を再生しては。

過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか、
追跡調査をした。

跡地利用検討委員会で検討して
いく
圷地区の避難所は全て震災で被災しており、
避難所としては危険性が高く、使用できない
状況。今後は跡地利用検討委員会で、そうい
うことも踏まえて検討していく。

園児数の動向を注視しながら運
営方針を検討していく
建設から42年が経過し、これまで小規模改修
等により施設の維持管理をしてきた。園児数
は合併来減少している。今後、園児数の動向
を注視しながら運営方針を検討していく。

耐震診断の結果を基に、避難場所に指定
し、地域の集会所としても利用している
震災後の平成24年度に旧圷小学校の耐震診
断調査を行ったが、その調査結果は、構造耐
震指標（ＩＳ値）が0.68で、国の基準 0.6 を
上回っていた。（0.6 未満は大規模な地震に
対して、倒壊または崩壊の危険性がある）
これらを踏まえ、平成25年度に、町地域防災
計画の避難場所として旧圷小学校を指定した。
また、現在、校舎内の一部を地域の地区集会
所として利用している。

城里町教育振興基本計画において、
方向性を示していく
人口減少とともに、今後も出生数が減少を続
けることが予想される。そのような中、平成
27年４月から子ども・子育て支援新制度がス
タートする予定である。新制度では共通の仕
組みで幼児教育と保育を受けることができる
ため、民間施設の動向を踏まえ検討しており、
来年度策定の城里町教育振興基本計画におい
て、その方向性を示していく。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

町立常北幼稚園舎の老朽化に
ついて

（平成24年６月定例会）

町立常北幼稚園は昭和45年に開設され、園舎
が老朽化しているが、町の考えは。園児の安
全と環境を考えれば何か計画的なものを持つ
べきではないか。


